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研究成果の概要（和文）：本研究では、古代エジプト語の聖刻文字とアッカド語の楔形文字で書かれた「平和条
約碑文」（ラメセス２世時代：紀元前1269年頃）を対象に、(1)両言語資料の画像データの作成、(2)両言語の文
法に関する言語記述の実施、(3)両言語資料の画像データと言語記述の結果とを統合させた対訳データベースの
作成を実施した。この結果、特に古代エジプト語版の資料について、世界で初となる文字トレースを作成するこ
とができ、オープンデータ化に寄与することとなった。また、碑文全体を対象とした対訳分析を行うことによ
り、両言語の文法理解が従来より深まった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we focused on a “Peace Treaty Inscription” written in both 
ancient Egyptian hieroglyphs and Akkadian cuneiform script (dating from the era of Ramesses II: 
around 1269 BCE), providing (1) image data of the inscription in both languages; (2) implementation 
of linguistic descriptions of the grammar in both languages; and (3) integration of the image data 
from both languages and the results of the linguistic descriptions in order to create a 
bilingual-text database. As a result, we were able to create the first sign trace in the world, 
especially for the Egyptian version of the inscription, which contributed to the development of an 
“open data” platform. In addition, by analyzing the entire inscription, a deeper understanding of 
the grammars of both languages was gained than before.

研究分野： 言語学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 申請者は平成 24 年度より、古代エジプ
ト語の神官文字資料の画像データベース
Hieratic Database (HDB) を作成している。
HDB は画像を中心とした Web 型のデータベー
スであり、画像上の任意の箇所にカーソルを
合わせると、種々の言語情報が提示されるも
のとなっている。この HDB の構築によって、
二言語対訳型の画像データベースの構築が
将来的には可能ではないかとの見通しを得
た。本申請研究はその見通しを実現させるた
めに企画された。つまり、HDB で作成したシ
ステムとアノテーション技法を発展させて、
古代エジプト語とアッカド語の対訳資料を
用いた画像データベースの構築に新たに取
り組むことにした次第である。具体的には、
両資料の画像データと言語情報データ（語・
形態素、構文）を作成した後、両者の内容の
対応箇所をリンクさせ、データベースに統合
する。これにより二言語を対象とした言語情
報（文法範疇など）の同時検索（串刺し検索）
が可能となる。将来的には多言語資料を包含
したコーパスの作成に貢献することもでき
るものと思われる。 
 
(2) 古代エジプト語を対象とした研究では、
原資料を直接確認することに関心を払わず、
翻刻を底本とした研究が行われがちであっ
た。しかしながら、翻刻は原資料に対する解
釈なのであって、それ自体は原資料だとは言
えない。原資料に基づく研究を実施するため
には、研究の元となるデータを作成する必要
がある。本研究は資料のデータ化に寄与する
ものでもある。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究の目的は、古代エジプト語の聖刻
文字とアッカド語の楔形文字で書かれた「平
和条約碑文」（ラメセス２世時代：紀元前 1269
年頃）を対象に、(1)画像データを作成する
こと、(2)当該資料の言語記述を行うこと、
(3)両資料の写真と言語記述の結果とを統合
させたWEB公開型の対訳データベースを作成
すること、にある。 
 
(2) 本研究が作成するデータベースは、古代
語の対訳資料を対象とした「タグ付き書き言
葉コーパス」となる。本データベースを支え
る基盤は古代エジプト語とアッカド語の言
語資料に対する言語記述の成果である。古代
エジプト語については文法の解明が遅れて
いるが、対訳資料を分析することにより、個
別言語のみを対象とした文法記述からは得
ることのできない視点から、言語記述の精度
を高めることを目指す。 
 
(3) 対象とする「平和条約碑文」については、
1997 年に①Edel(1997)によって基礎研究が
発表されている。Edel(1997)では、番号付け
により両資料の対応が示されているものの、

著書という制約上、対応の視認性が低く、ペ
ージを何度もめくらなくては資料を確認す
ることができない。また、条項が原資料のど
の箇所に書かれているのかという点につい
て も 視 認 性 が 極 め て 低 い 。 加 え て 、
Edel(1997)では条項の対応が重視されてい
るために、互いの言語の記述は行われていな
い。そこで本申請研究では、紙媒体の資料が
かかえる視認性の低さを解消すべく、高精細
画像を利用した対訳型の言語データベース
を作成し、文法記述を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究の方法・作業は以下の通りである。 
(1) 資料を撮影して高精細な画像を得る。 
(2) エジプト語の資料については文字のト
レースを実施する。 
(3) 両言語の文法記述を個別に行う。 
(4) 両言語の対応関係を見定める。 
(5) 画像資料(1-2)と言語記述(3-4)の結果
を統合したWEB型のデータベースを作成する。 
 
４．研究成果 
(1) 資料のデジタル画像の作成 
古代エジプト語聖刻文字版の画像資料は平
成 27 年に代表者が現地（カルナク神殿）に
て撮影を行った。代表者が碑文資料の状況を
確認したところ、碑文が天日にさらされてい
るため、文字部分の摩耗が進行していること
が確認された。残念なことではあるが、資料
の風化は今後も進行することが懸念される。
それゆえ、本研究で撮影した画像は、当該資
料の記録保存として有益である。 
 楔形文字の粘土板については平成28年に代
表者が現地（イスタンブール国立考古学博物
館）にて撮影を行った。撮影では三脚の使用
が許されなかったため、写真の解像度が不足
する結果となってしまった。 
 
(2) 古代エジプト語資料の文字トレース 
聖刻文字版「平和条約碑文」は全 38 行から
成る。本碑文の文字を写した最古のものが②
Burton(1825)であるが、これは最初の 11 行
のみを対象としたものであった。続く写しは
③Rossellini(1832)であるが、やはりこれも
不完全で、30 行目までしか扱われていない。
④Champollion(1844)による写しも不完全で
29 行目までしかない。このような状況におい
て、碑文全体のトレースを公表した世界初の
例が⑤Lepsius (1849)である。その後、文字
部分の資料化には、⑥Brugsch(1862)＝20 行
まで、⑦Bouriant(1891)＝全 38 行、⑧
Müller(1902)＝全 38 行、⑧Kitchen (1975)
＝全 38 行、①Edel(1997)＝全 38 行がある。
このような過去の研究のうち、壁面の状態が
わかるように文字をトレースしたものは⑤
Lepsius(1849)のみとなっている。ところが、
⑤Lepsius(1849)の内容を見ると、文字の字
形と配列が原資料とは異なる部分が確認さ
れるため、壁画の上から文字をトレースした



のではなく、碑文を見ながら模写したものだ
ということがわかる。それゆえ、聖刻文字版
「平和条約碑文」の正確なトレースは、未だ
存在しないことになる。このような状況を受
け、本研究では、写真画像を利用して文字ト
レースを実施し、世界初となる文字トレース
を作成した。 
 
(3) 両言語の文法記述 
エジプト語とアッカド語の文法研究の現状
を比較すると、アッカド語の方は文法解明が
細部にまで及び、進展しているとの印象を受
ける。それに対して、エジプト語の文法解明
は遅れており、学界全体が硬直した状態にあ
る。そこで、平和条約碑文のテキストを対象
に、本研究で行なった文法記述の成果を大ま
かに示しておきたい。 
 「平和条約碑文」のテキストは古典エジプ
ト語と呼ばれる段階のものであるが、この段
階のテキストは、古い段階である中エジプト
語と新しい段階である新エジプト語の折衷
型の文法を持つ。代表者が分析した結果、本
資料では、①中エジプト語の要素を継承した
文法特徴として、(a)副詞類焦点化構文の
mrr=f 形、(b)命令法・分詞・関係節・副詞類
焦点化構文における接頭辞 i.の未使用、
(c)sDm.n=f 形の使用、(d)接尾代名詞 3.m.sg
の=sn の使用、が挙げられる。また、②新エ
ジプト語的な要素としては、(e)接尾代名詞
3.m.sg の=w の使用、(f)定冠詞の使用、(g)
所有冠詞の使用、(h)第一現在の接頭代名詞
の使用、(i)属格形態素の nへの統一、(j)小
辞 ptrの使用、(k)副詞節の転換詞 iwの使用、
(l)接続詞 irm の使用、(m)否定辞 bn/bw の使
用、(n)継続法 mtw=f sDm の使用、(o)義務的
未来 ir N r sDm の使用、を指摘することが
できる。さらに、③中エジプト語と新エジプ
ト語の特徴がハイブリットした形式として、
(p)習慣相の否定の状況節 iw bw ir=f sDm/iw 
bw sDm.n=f の存在を指摘することができる。
これらの特徴から、「平和条約碑文」エジプ
ト語版テキストが新エジプト語文法に近い
ことがわかる。 
 
(4) 両言語の対応関係の検討 
両言語資料の対応関係の把握について、特に
Eder(1997)では、条項全体の対比が中心であ
ったが、本研究では条項内部の要素となる
語・句・構文を単位とした分析を行うことに
した。具体的には、古代エジプト語とアッカ
ド語の双方で文法記述を行なったのち、語・
句・構文の対応箇所を独自に対応させること
に し た。対 応 関係の 確 認のた め に 、
JavaScript を利用して結果を可視化するシ
ステムを作成し、作業を効率化させた。対応
関係を検討した結果、両言語で文法範疇が一
致する要素、両言語で文法範疇が一致しない
要素、両言語の中間的な状態にある要素、が
あることが判明した。このことから、古代エ
ジプト語とアッカド語の文法の特質を比較

する上で、特に句・構文に着目した研究が有
益であることが明らかとなった。 
 
(5) WEB 型のデータベースの作成 
①データベースの作成には以下のアプリケ
ーションを使用した。まず、画像とトレース
のシステム化についてはZoomifyを使用した。
また。(3)言語記述の結果については、正規
化させた上で MySQL で管理を行なった。シス
テムの統合には Drupal と Apache を使用した。 
 
②検索システムでは、各種文法範疇・転写（音
訳）・翻訳で検索を行うと、その結果の該当
箇所の言語情報と画像がそれぞれの言語ご
とに示されるようにした。ただし、対応して
いない箇所もあるので、その際には、一方の
みの表示となる。古代エジプト語版の碑文で
は、碑文写真の任意の位置にカーソルを合わ
せると、その箇所の言語情報が示されるよう
にし、表示結果からアッカド語の対応箇所に
リンクが飛ぶように設定した。しかしながら、
楔形文字版の写真の解像度が低く、残念なが
ら一部の文字が不鮮明である。 
 
③言語記述の結果についてはXML形式での出
力を備え、分析結果の二次使用を容易にさせ
た。 
 
④古代エジプト語の写真画像とトレースに
ついては、目下、オープンデータ・ジャーナ
ル等への投稿を想定して準備を進めている。 
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